
森 一生
も り か ず お

（１９１１～１９８９）

映画監督。松山市出身。京都帝国大学
（現京都大学）卒業後映画界に入り、伊藤
大輔監督に師事した。日活、第一映画社を
経て新興キネマ「仇討膝栗毛」で監督として
デビューする。兵役のあと大映に復帰。母も
のの「山猫令嬢」、社会劇「わたしは情婦」、
喜劇「極楽夫婦」、時代劇「銭形平次」「決闘
鍵屋の辻」とあらゆるジャンルを手がけ、戦
後の映画黄金期を支えた。長谷川一夫や
市川雷蔵らと組んで、映画の娯楽性と芸術
性の統合をめざし、百本以上の作品を監督
した。

略歴

明治４４（１９１１）年１月１５日 松山市に生まれる。

大正５（１９１６）年 父母の離婚に伴い、福岡県八幡市に移る。

大正１１（１９２２）年 八幡市の中学に入学、中学三年の時に母の里である今治

の中学に転校。

大正１４（１９２５）年 「雄呂血」を見て映画に病みつきになる。

昭和２（１９２７）年 松山高等学校（現愛媛大学）に入学。

昭和８（１９３３）年 京都帝国大学を卒業し、日活太秦撮影所の脚本研究生と

なる。

昭和９（１９３４）年 記録としてついた伊藤大輔監督の「忠臣蔵」封切り。

昭和１１（１９３６）年 新興キネマに移る。監督としてデビューとなる新興キネマ

作品「仇討膝栗毛」封切り。

昭和１７（１９４２）年 監督作品「三代の盃」完成直後、出征。

昭和２１（１９４６）年 復員。監督作品「手袋を脱がす男」封切り。

昭和２２（１９４７）年 監督作品「婦人警官」封切り。

昭和２３（１９４８）年 監督作品「山猫令嬢」封切り。演出をしたエノケンプロ作品

「極楽夫婦」封切り。

昭和２６（１９５１）年 長谷川一夫主演の監督作品「銭形平次」封切り。以来シ

リーズ化する。

昭和２７（１９５２）年 東宝に招かれ、黒澤明脚本の監督作品「決闘鍵屋の辻」

封切り。

昭和４２（１９６７）年 市川雷蔵主演の監督作品「ある殺し屋」封切り。

平成元（１９８９）年６月２９日 ７８歳で永眠。



＜関連図書＞ 

 森一生『森一生映画旅』 草思社 １９８９年 

 『森一生文庫目録』 京都府京都文化博物館 １９９１年 

 鴇明弘＆京都キネマ探偵団『京都映画図絵』 フィルムアート社 １９９４年 
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